
　海外投資アドバイザー
山口氏よりミャンマーの
経済、投資環境について
概要説明を受けました。
　ミャンマーは ①マー
ケットとして期待ができ、
②民度が高く、③親日的
という3つの条件がそ
ろっています。繊維産業、自動車部品産業、ＩＴ産業、その他の
業種でも進出の可能性はあります。識字率は9割を超え、教育さ
れた良質の労働力が揃っている国です。法律は未整備ですが、現
実の後追いで整備されていくであろうし、電力インフラについても
2～3年で解消されるであろうと解説されました。

　ミャンマーで1991年
に設立された国内最大
規模の縫製工場を視察
しました。
　韓国資本55％と、現
地資本45％との合弁で
設立された会社で、現
在3,200名が働いています。主な製品はドレスシャツで月に50万
枚を製造、そのうちの9割が日本向けとなっています。ここでは、
材料は全て輸入し加工のみを行っています。縫製業は人気がなく、
離職率は月５～６％と高く、賃金は毎年20％程上昇していると担当
者が説明してくれました。広い工場内では、多くの女性従業員が
工程ごとに分かれて作業していました。

　日本とミャンマー政府
が進めているプロジェ
クトであるティラワ工業
団地を視察しました。
　ヤンゴン市から23kｍ、
車で1時間弱の場所
に あ り、総 面 積 は
2,400ha、2014年1月
より先行して396haの
開発が始められています。2014年
半ばに引き渡し開始予定で、急
ピッチで広大な敷地の開発が行わ
れています。こちらは、経済特区
（SEZ）に指定され、ヤンゴンにない
世界基準の工業団地となり、日本
企業の今後の進出に貢献すること
が期待できます。

　ミャンマー人のビ
ジネス人材の育成を
行っている日本人材
開発センターを訪問
しました。
　昨年8月にJICA
（（独）国際協力機構）
とミャンマー商業省、
ミャンマー商工会議
所連盟との協力の
もと設置されました。日本的経営・生産管理手法を活かした人材
育成事業が行われています。

　24,000社以上の
会員数を持つ現地
の商工会議所連合会
を訪問し、ゾ･ミン･
ウィン副会頭と面会
しました。
　ミャンマーは、「労
働力と豊かな天然資
源があふれている。
労働者の技術を発展
させるためにも、日本からの投資は必要である」と日系企業の進
出を歓迎する発言がありました。

　ウ・ラ・ミン市長と面会するため、2月5日にヤンゴン市役所を
訪問し、奥原団長より門川京都市長の親書を手渡しました。京都
市とヤンゴン市はパートーナーシティ提携に向けて協議を進めて
います。今回の訪問で、ヤンゴン市からは提携に向けた意向が
示されました。
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中国
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カンボジア

インド
バングラデシュ

タイ

マンダレー

ヤンゴン

68万K㎡（日本の約1.8倍）
6,367万人（タイとほぼ同じ）
仏教（90％）、キリスト教、回教等
ビルマ語
チャット
834USドル
5.0％

〈ミャンマー概要〉
面 積
人 口
宗 教
公 用 語
通 貨
1人当たりGDP
経 済 成 長 率
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